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特
　
集

　
堀
越
議
員
・
蕎
麦
田
議
員
が
聞
くQ 

一
般
社
団
法
人「
猫
の
手
」に 

 

つ
い
て
と
、活
動
を
始
め
た 

  

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
一
般
社
団
法
人
「
猫
の
手
」
で
は
、
ふ
れ
あ

い
収
集
と
い
う
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
昨
年
４
月
か

ら
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
元
々
、
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
に
携
わ
っ
て

お
り
、
非
営
利
的
に
独
居
の
方
や
身
寄
り
が
な

い
方
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
団
体
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

ふ
れ
あ
い
収
集
の
公
募
が
あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
を

さ
れ
る
方
と
困
っ
て
い
る
方
の
橋
渡
し
役
が
で

き
る
と
思
い
、
手
を
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

一
般
社
団
法
人
「
猫
の
手
」

Q 

ふ
れ
あ
い
収
集
の 

 

活
動
内
容
は
？

　
ご
自
宅
か
ら
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
ゴ
ミ

を
運
搬
す
る
こ
と
を
基
軸
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
対
象
者
へ
の

「
見
守
り
」
も
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

…
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福
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始
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…
…

一般社団法人「猫の手」
代表理事

伊藤　大悟 さん
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Q 

ゴ
ミ
出
し
サ
ポ
ー
タ
ー
は 

 

何
人
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
現
在
３
名
の
方
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
に
猫
の
手
の
メ

ン
バ
ー
が
私
を
含
め
４
名
お
り
ま
す
。

Q 

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て 

 

い
ま
す
か
。

　
対
象
者
へ
の
過
剰
な
サ
ポ
ー
ト
と
な
ら
な
い

こ
と
、
営
利
優
先
と
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
社

会
貢
献
を
理
念
と
し
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

Q 

今
後
の
活
動
は
ど
の
よ
う
に 

 

考
え
て
い
ま
す
か
。

　
自
治
会
や
民
生
委
員
と
連
携
を
取
っ
て
地
域

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
り
、
猫
の
手
の
活
動
が
「
竹

原
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
全
国
に
広
ま
る
よ
う
に

な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
終
的
に
は
地
域
の
支
え
合
い
に
よ
り
，
事

業
自
体
が
必
要
な
く
な
る
こ
と
が
究
極
の
目
標

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 

竹
原
市
へ
の 

 

要
望
は
有
り
ま
す
か
。

　
活
動
す
る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
方
の
ご
理

解
を
頂
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
猫
の
手
の
存
在
や
活
動
内
容
を
市
民
に
周

知
し
て
頂
き
た
い
こ
と
と
、
自
治
会
や
民
生
委

員
と
の
連
携
作
り
に
協
力
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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　将来都市像「元気 と 笑顔 が 織り成す　暮らし　誇らし、竹原市。」の実現に向けて 令和5年度
当初予算可決！

●主な審査内容（全体審査から）

市職員の人事管理について

Q： 長時間勤務は、市職員の健康を脅かすと同時に、
市民サービスの劣化を招くので、改善すべきでは
ないか。

A：�職員の業務量を把握し、業務の平準化や再配分、会計年
度任用職員の配置などの応援体制を取るなどして、職員
の時間外勤務の縮減に努めてまいります。

外国語教育、グローバル教育の在り方について

Q： ハワイの姉妹校と平和交流サミットを開催して 
平和学習を進めることを検討しないか。

A：�オンラインを使って平和学習を進めることは意義がある
ことと考えるので、検討していきたい。

デジタル変革（DX）への対応について

Q： デジタル化を推進することは、働き方改革にも 
大きく影響してくる。庁舎移転を好機ととらえ
て、今後の予算においても、さらなるデジタル変
革をすすめるように検討すべきではないか。

A：�市民サービスにも直結することであり、財政計画を立て
ながらデジタル変革を推進していきたい。

コミュニティスクールに要する経費について

Q： 地域で助け合い子どもを育てていく、また竹原市
全体をキャンパスとしてとらえ、子どもたちをど
のように育てていくのか。

A：�市内の学校においては、地域の協力を得て、ここ数年途
絶えていた地域の神社の巫女の舞を復活させたことや地
域とともに防災訓練を行うなど、地域と学校の協働的な
活動が行われた事例があります。こうした活動を通じて、
子どもたちが将来地域を愛し、地域を担う人材の育成に
つながるものと考えています。
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●反対討論
　地方自治体の仕事は、住民の暮らし・命と安全
を守ることです。
　2018年7月豪雨災害におけるがけ崩れ・人家1
戸の防災対策が放置されています。
　新開土地区画整理事業など事業効果の低い公共
事業は、即刻凍結・中止すべきです。
　竹原市の人口減少防止対策が必要です。
　一つ目は、学校給食・教材費・高卒までの医療
費完全無償化など、子育て支援は1億7160万円で
実現できます。
　二つ目は、竹原市で働く場を増やすことです。
住宅リフォーム助成制度の復活・改善、がけ崩れ
・人家1戸の防災工事の早期着手で地元建設業者の
仕事を増やすことです。
　竹原市教委は、早急に教員・学校の業務整理と
時間外勤務を解消する具体策を早急に実施すべき
です。
　市のごみ処理は、循環型社会形成推進基本法3R
（減量・再生・資源化）の取組が本気で実行でき
ていません。

松本　進

　将来都市像「元気 と 笑顔 が 織り成す　暮らし　誇らし、竹原市。」の実現に向けて
■予算特別委員会 委員長　今田　佳男　　　副委員長　下垣内　和春　　
　予算特別委員会には議案第1号令和5年度竹原市一般会計予算および議案第2号から議案第8号
までの7件の特別会計・事業会計予算が付託され、2月27日からの4回の部毎の詳細審査、3月7
日に全体審査を行いました。

討　　論

２月　２日　総務文教委員会
２月　６日　全員協議会
２月　８日　議会運営委員会
２月１３日　 広島県後期高齢者医療 

広域連合議会定例会
２月１４日　本会議
　　　　　　予算特別委員会
２月１６日　総務文教委員会
２月１７日　民生都市建設委員会
２月２０日　議会運営委員会
　　　　　　本会議
２月２１日　本会議
２月２２日　本会議
　　　　　　会派代表者会議

２月２７日　予算特別委員会
２月２８日　予算特別委員会
３月　１日　予算特別委員会
３月　２日　予算特別委員会
３月　７日　予算特別委員会
３月１２日　広島中央環境衛生組合議会全員協議会
３月１３日　議会運営委員会
　　　　　　本会議
　　　　　　全議員会議
　　　　　　会派代表者会議
３月１７日　広島県水道企業団全員協議会
３月２４日　広島県水道企業団全員協議会・臨時会
３月２７日　広島県中央環境衛生組合議会定例会

議 会 の う ご き

※この間、広報広聴委員会は3回行いました。（3/7,4/11,4/20）

●賛成討論
　令和5年度の竹原市一般会計予算は、当初予算と
しては過去最大の150億4658万1千円であります。
主な事業として、まず庁舎移転事業に13億800万
円をかけ、本格的に実施されます。また、災害に
強いまちづくり事業や「たけはら元気プロジェク
ト」の推進事業も重要施策として充実強化が図ら
れ、そしてデジタル社会の構築を目指し、持続可
能な地域社会の取組が実施されます。竹原市にお
いては「第6次竹原市総合計画」に掲げる、目指す
べき将来都市像の実現に向けた更なる暮らしやす
さを目指し、地域課題の解決や高度化、多様化す
る市民ニーズに的確に対応した取組であり、人口
減少の抑制と高齢化対策の取組を強化、持続可能
なまちづくりを進めるため、適切な予算であると
考えます。
　今榮市長におかれましては、スピード感を持っ
て各事業を確実に執行され、より安全で安心な強
い竹原市の実現に取り組まれることを切に望みま
す。�

下垣内　和春
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議案
番号 議案名等 議案等の概要

付
　
託

委
員
会
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井

村
　
上
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麦
田

下
垣
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今
　
田

山
　
元

高
　
重

堀
　
越

川
　
本

大
　
川

道
　
法

吉
　
田

宇
　
野

松
　
本

議決
結果

議案
第 1 号

令和 5 年度竹原市一般会
計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ15,046,581千
円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × 原案
可決

議案
第 2 号

令和 5 年度竹原市国民健
康保険特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 2,623,309 千
円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × 原案
可決

議案
第 3 号

令和 5 年度竹原市貸付資
金特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 7,418 千円と
定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 4 号

令和 5 年度竹原市港湾事
業特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 63,132 千円
と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 5 号

令和 5 年度竹原市公共用
地先行取得事業特別会計
予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 1 千円と定め
るもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 6 号

令和 5 年度竹原市介護保
険特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 3,565,502 千
円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × 原案
可決

議案
第 7 号

令和 5 年度竹原市後期高
齢者医療特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 544,455 千円
と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × 原案
可決

議案
第 8 号

令和 5 年度竹原市下水道
事業会計予算 予算規模を 1,331,677 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 9 号

人権擁護委員の推薦につ
き議会の意見を求めるこ
とについて

人権擁護委員中 井上節堂 委員は、令和 5 年 6
月 30 日をもって任期満了につき、その後任委
員を推薦しようとするもの（井上節堂氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 異議

なし

議案
第 10 号

人権擁護委員の推薦につ
き議会の意見を求めるこ
とについて

人権擁護委員中 丹下成子 委員は、令和 5 年 6
月 30 日をもって任期満了につき、その後任委
員を推薦しようとするもの（丹下成子氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 異議

なし

議案
第 11 号 市道路線の認定について 道路法の規定により、市道路線を認定するこ

とについて、議会の議決を求めるもの
民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 12 号 竹原市債権管理条例案

市の債権の管理の適正化を図ることを目的と
して、債権の管理に関し必要な事項を定める
もの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 13 号

竹原市下水道使用料審議
会条例案

下水道事業の使用料の適正化を図るため、竹
原市下水道使用料審議会を設置するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 14 号

竹原市水道事業の広島県
水道広域連合企業団への
移行に伴う関係条例の整
備に関する条例案

広島県水道広域連合企業団を設立し、本市水
道事業を同企業団に引き継ぐことから、水道
事業に関する条例を廃止するとともに関係条
例を整備するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

長 ○ × × × 原案
可決

議案
第 15 号

竹原市立美術館設置及び
管理条例を廃止する条例
案

現在美術館を設置している建物を今後、市の
庁舎として整備することに伴い、美術館施設
としての機能を停止することから、関係条例
を廃止するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ × ○ × 原案
可決

議案
第 16 号

竹原市保育所設置及び管
理条例等の一部を改正す
る条例案

こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の
整備に関する法律が施行されることに伴い、
条例中における引用条項の整理を行うもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 17 号

竹原市国民健康保険条例
の一部を改正する条例案

健康保険法施行令の一部が改正されたことに
伴い、出産育児一時金の額を改正するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 18 号

竹原市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例
案

県内の医療費等から推計された標準保険料率
を参考に各種税率及び税額を定めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 19 号

竹原市墓地使用条例の一
部を改正する条例案

年度の中途から使用許可を受けた場合の管理
料について、使用許可の日の属する月から月
割をもって計算した額とするもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 20 号

竹原市乳幼児等医療費支
給条例の一部を改正する
条例案

乳幼児等の医療に要する費用の支給について、
支給の対象となる者の範囲を拡大するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 21 号

竹原市事務分掌条例の一
部を改正する条例案

広島県水道広域連合企業団に事業を引き継ぐこ
とを踏まえ、公営企業部を廃止し、下水道課を建
設部に位置付けることにより、迅速な意思決定
及び事務処理ができる組織体制とするもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × 原案
可決

議案
第 22 号

竹原市印鑑条例の一部を
改正する条例案

電子署名等に係る地方公共団体情報システム
機構の認証業務に関する法律の一部が改正さ
れたことに伴い、移動端末設備を使用して印
鑑登録証明書の交付を受けることができるこ
ととするもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 23 号

竹原市企業誘致促進条例
案

企業誘致の促進及び地域産業の創出を図るた
め、事業所の新設又は増設をする者に奨励措
置を行うもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 24 号

竹原市消防団条例の一部
を改正する条例案

消防団員の報酬等の見直しを図るよう国の技
術的助言が発出されたことを踏まえ、消防団
員の報酬額等を見直すとともに、消防団員の
定数を見直すもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 25 号

竹原市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正
する条例案

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営
に関する基準の一部が改正されたことに伴い、
懲戒に関する規定を削除するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 26 号

竹原市家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部
を改正する条例案

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準の一部が改正されたことに伴い、利用乳幼
児の安全の確保に関する計画の策定に係る規
定を加えるなど、必要な規定を整備するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 27 号

竹原市放課後児童健全育
成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例
の一部を改正する条例案

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準の一部が改正されたことに伴い、児
童の安全の確保に関する計画の策定に係る規
定を加えるなど、必要な規定を整備するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 28 号

令和 4 年度竹原市一般会
計補正予算（第 7 号）

歳入歳出それぞれ 206,809 千円を増額補正す
るもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

●令和5年第1回定例会　議案概要・採決結果 令和5年2月14日～令和5年3月13日　○は賛成　×は反対　

たけはら市議会だより2023（令和 5 年）5 月 第 112 号（ 6 ）



… 主 な 議 案 …

議案第15号  竹原市立美術館設置及び管理条例を廃止する条例案

議案第24号  竹原市消防団条例の一部を改正する条例案

�・内　　容／ 現在、美術館を設置している建物を今後、市の庁舎として整備することに伴い、�
美術館施設としての機能を停止することから関係条例を廃止するというもの。

�・質　　疑／ 現在、保有している美術品の保管や委託料の扱いはどのようになっているか。
・答　　弁／�保管の委託契約については年間約100万円、令和7年までとなっており、保管上�

美術品130点は出し入れが出来ないこととなっている。その他の美術品については、
庁舎内での展示や新たな場所の確保を検討していきたい。

�・内　　容／ 非常勤消防団員の報酬等の基準が定められ、消防団員の報酬等の見直しを図るよう
国の技術的助言が発出されたことを踏まえ、消防団員の報酬額等を見直すとともに、
消防団員の定数を見直すもの。

・質　　疑／ 現在の団員数と今後の組織編制や定数をどのように考えるのか。
・答　　弁／�団員数は361名で充足率は約84％であり、今後においては人口減少に伴い、組織・

定数等も考えることとなる。

議案第23号  竹原市企業誘致促進条例案
�・内　　容／ 企業誘致の促進及び地域産業の創出を図るため、本市において事業所の新設又は�

増設をする者に奨励措置を行うもの。

・質　　疑／ 新規雇用奨励金が15万円から30万円へ変更された理由は。
・答　　弁／�今までの奨励金は対象も金額も限られていたこともあり、市内全体に広げると同時

に、近隣市町に合わせることとした。

議案
番号 議案名等 議案等の概要

付
　
託

委
員
会

平
　
井

村
　
上

蕎
麦
田

下
垣
内

今
　
田

山
　
元

高
　
重

堀
　
越

川
　
本

大
　
川

道
　
法

吉
　
田

宇
　
野

松
　
本

議決
結果

議案
第 29 号

令和 4 年度竹原市国民健
康保険特別会計補正予算

（第 3 号）
歳入歳出それぞれ 89,273 千円を減額補正 
するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 30 号

令和4年度竹原市貸付資金
特別会計補正予算（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 940 千円を減額補正する 
もの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 31 号

令和 4 年度竹原市後期高
齢者医療特別会計補正予
算（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 3,116 千円を減額補正する
もの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 32 号

令和 4 年度竹原市下水道
事業会計補正予算（第 2 号）

収益的収入 3,563 千円、収益的支出 2,662 千円、
資本的収入 9,816 千円及び資本的支出 16,416
千円を減額補正するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

陳受
第4-22号

竹原市立学校適正配置計画
（案）についての取り下げ 陳情者からの申出により取り下げするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 承認

発議
第 5-1 号

竹原市議会委員会条例の
一部を改正する条例案

竹原市の行政組織が改正されることに伴い、
常任委員会の所管について改正後の行政組織
に応じた体制とするもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ 退

席
原案
可決

たけはら市議会だより第 112 号（ 7 ） 2023（令和 5 年）5 月



質
問  

幼
少
中
高
の
学
習
費
総

額
は
、
公
立
５
７
４
万
円
、
私

立
１
，
８
３
８
万
円
（
文
科
省

の
試
算
）
。
ま
た
、
竹
原
市
の

人
口
推
移
は
２
０
２
１
年
・
２

４
，
３
７
８
人
（
10
年
前
比
で

４
，
２
８
９
人
・
14
・
９
％
減

少
）
で
す
。

　
竹
原
市
に
住
み
た
い
町
づ
く

り
に
は
、
子
育
て
支
援
が
必
要

で
す
。
小
中
学
校
の
給
食
費
・

教
材
費
の
無
料
化
や
高
校
卒
業

ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料
化
な

ど
、
保
護
者
負
担
ゼ
ロ
を
実
施

す
る
必
要
な
財
源
は
。

　
二
つ
は
、
業
者
の
仕
事
を
増

や
す
こ
と
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
の
復
活
や
が
け
崩
れ
・
人

家
１
戸
の
個
人
負
担
の
軽
減
で

防
災
工
事
が
促
進
で
き
ま
す
。

答
弁 

市
長�

保
護
者
負
担
ゼ
ロ

の
必
要
な
財
源
は
給
食
費
約
６
，

６
４
０
万
円
、
教
材
費
約
２
，

９
１
０
万
円
、
医
療
費
約
２
，

５
６
０
万
円
で
総
額
約
１
億
７
，

１
６
０
万
円
で
す
。
子
育
て
支

援
の
推
進
に
は
安
定
し
た
財
政

運
営
が
必
要
で
す
。
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
は
申
請
件
数
の
減

少
で
廃
止
し
て
お
り
、
市
民
ニ

ー
ズ
を
捉
え
た
施
策
を
進
め
ま

す
。

　
保
全
対
象
家
屋
が
１
戸
以
下

は
、
緊
急
的
な
土
砂
撤
去
な
ど

37
ヶ
所
の
対
策
は
終
え
て
い
ま

す
。

質
問  

市
教
委
は
、
仁
賀
小
学

校
の
自
然
豊
か
な
環
境
等
の
教

育
内
容
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
次
長
は
、
こ
の

学
校
適
正
化
は
、
コ
ス
ト
削
減

を
第
１
に
考
え
て
い
な
い
と
の

明
言
で
す
が
、
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
か
。
仁
賀
小
学
校
を
現
状

の
ま
ま
存
続
で
き
な
い
理
由
は

ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

答
弁 

教
育
長�

学
校
適
正
化
の

目
的
は
児
童
生
徒
に
必
要
な
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
、

一
定
規
模
の
集
団
の
確
保
と
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
職
員
集
団

を
配
置
す
る
た
め
で
す
。

質
問  

文
科
省
の
手
引
き
の
学

校
統
廃
合
を
選
択
し
な
い
場
合

は
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
存
続

や
発
展
の
中
核
的
施
設
と
位
置

づ
け
、
地
域
を
挙
げ
充
実
を
図

る
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
、
学

校
存
置
に
な
る
可
能
性
が
高
い
」

と
あ
る
が
協
議
は
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

答
弁 

教
育
長�

こ
の
手
引
き
は
、

学
校
統
合
の
適
否
や
そ
の
進
め

方
の
検
討
が
促
進
さ
れ
る
た
め

に
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
統
廃
合
を
し
な
い
場
合

の
柱
立
て
の
協
議
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

質
問  

地
方
議
会
改
革
を
議
論

し
て
い
た
政
府
の
地
方
制
度
調

査
会
は
、
議
会
議
員
の
責
務
な

ど
背
景
に
あ
る
の
は
首
長
の
判

断
を
追
認
す
る
だ
け
で
な
く
、

法
規
定
の
拡
充
に
よ
っ
て
議
会

議
員
の
自
覚
を
促
し
、
住
民
の

信
頼
を
高
め
る
と
あ
る
が
、
議

会
改
革
に
つ
い
て
市
長
の
ご
所

見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長�
こ
の
提
言
に
よ
り

多
様
な
人
材
が
参
画
し
、
地
方

議
会
が
住
民
に
と
っ
て
よ
り
開

か
れ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。

質
問  

令
和
３
年
度
財
政
健
全

化
決
算
答
弁
中
、
事
業
の
選
択

と
集
中
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
区
画
整
理
事
業
は
開
始

か
ら
約
30
年
、
人
口
は
約
一
万

人
減
。
昨
年
、
６
年
間
工
期
延

長
さ
れ
た
が
、
一
度
全
面
見
直

し
の
時
期
で
は
。
併
せ
て
小
学

校
２
校
、
幼
稚
園
・
保
育
所
跡

地
は
放
置
状
態
で
あ
り
ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
統
廃
合
も
長
年

指
摘
し
て
い
ま
す
が
、
遅
々
と

し
て
進
展
が
な
い
が
、
何
か
ら

集
中
的
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
、

市
長
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長�

区
画
整
理
事
業
は

一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
事
業
推
進
に
は
令
和
10

年
度
末
ま
で
の
事
業
完
成
を
目

指
し
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

質
問  

令
和
４
年
第
４
回
定
例

会
に
創
建
ホ
ー
ム
仮
移
転
費
用

１
，
５
０
０
万
円
が
唐
突
に
提

案
。
う
ち
５
０
０
万
円
は
三
原

支
店
改
修
費
と
の
説
明
。
行
政

圏
外
へ
の
公
金
の
支
出
に
法
的

に
問
題
は
な
い
の
か
。

答
弁 

市
長�

創
建
ホ
ー
ム
新
社

屋
新
築
が
遅
れ
る
こ
と
か
ら
会

議
所
早
期
移
転
の
た
め
、
本
市

か
ら
依
頼
。
支
援
金
は
仮
移
転

先
の
改
修
費
等
で
あ
り
ま
す
。

質
問  

本
市
は
現
在
も
財
政
再

建
途
上
に
あ
り
、
会
議
所
移
転

支
援
金
３
，
０
０
０
万
円
に
つ

い
て
は
、
経
費
の
２
分
の
１
と

の
説
明
で
あ
り
ま
す
が
、
高
額

な
公
金
支
出
は
口
頭
で
の
交
渉

で
説
明
が
つ
く
問
題
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
創
建
ホ
ー
ム
本
社
屋
受
領
後

は
会
議
所
に
無
償
貸
与
が
早
々

と
決
定
。
民
間
賃
貸
借
の
場
合
、

年
額
は
ど
れ
位
に
な
る
の
か
。

答
弁 

市
長�

市
分
庁
舎
を
例
と

し
て
幅
は
あ
り
ま
す
が
、
年
額

５
０
０
万
円
か
ら
１
，
０
０
０

万
円
と
推
計
で
き
ま
す
。
中
間

で
推
計
す
る
と
７
５
０
万
円
、

５
年
間
で
は
３
，
７
５
０
万
円

と
な
り
、
10
年
間
で
は
７
，
５

０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ

● 抜本的な子育て支援と働く場所を増やし， 
竹原市の人口減少防止を急げ

● 仁賀小学校の存続，市小中学校統廃合 
（＝竹原市学校適正配置）計画の即刻中止を

動 画

宇
う の

野　武
たけのり

則
● 地方議会改革　●財政健全化の総括に 

関連と令和３年度一般会計歳入歳出
●庁舎移転問題について 動 画

たけはら市議会だより2023（令和 5 年）5 月 第 112 号（ 8 ）一 般 質 問



質
問  

小
規
模
特
認
校
の
機
能

と
し
て
、
仁
賀
小
学
校
の
必
要

性
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
少
人
数
校

と
い
わ
れ
る
学
校
は
、
ど
の
よ

う
に
変
化
し
、
ど
の
よ
う
な
形

が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁 

教
育
長�

教
育
委
員
会
会

議
に
お
い
て
、
「
こ
れ
ま
で
仁

賀
小
学
校
が
豊
か
な
自
然
環
境

の
も
と
、
自
然
に
積
極
的
に
ふ

れ
あ
い
、
地
域
と
の
出
会
い
や

交
流
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動

の
中
で
豊
か
な
人
間
性
を
培
い

た
い
と
希
望
す
る
児
童
や
保
護

者
等
に
、
多
様
な
教
育
の
機
会

を
創
出
し
て
き
た
成
果
を
今
後

も
活
か
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

検
討
し
、
仁
賀
小
学
校
を
適
正

配
置
計
画
に
明
記
し
ま
し
た
。

　
小
規
模
校
に
つ
い
て
は
、
学

級
数
や
教
職
員
数
が
少
な
く
な

る
こ
と
に
よ
る
学
校
運
営
上
の

課
題
、
児
童
生
徒
に
影
響
を
与

え
る
な
ど
課
題
が
想
定
さ
れ
、

解
消
す
る
た
め
、
一
定
の
規
模

の
児
童
生
徒
の
集
団
を
確
保
し
、

多
様
な
考
え
に
触
れ
、
認
め
合

い
、
協
力
し
合
い
、
切
磋
琢
磨

す
る
等
、
協
働
的
に
学
ぶ
こ
と

や
環
境
の
整
備
に
向
け
、
学
校

規
模
や
適
正
配
置
が
推
進
さ
れ

て
い
く
と
考
え
ま
す
。

質
問  

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
声
に
お
い
て
も
、
今
回
の
適

正
配
置
は
理
解
を
示
さ
な
い
多

く
の
関
係
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て

の
対
応
は
。

答
弁 

教
育
長�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
広
く
意
見
を
公
募
し

た
上
で
、
当
該
取
組
の
大
き
な

方
向
性
の
整
理
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
資

質
・
能
力
を
育
成
し
て
い
け
る
、

よ
り
効
果
的
で
充
実
し
た
教
育

環
境
の
整
備
を
目
指
す
こ
と
が
、

子
供
た
ち
の
未
来
に
責
任
を
持

つ
う
え
で
最
適
で
あ
る
こ
と
を
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
十
分

な
説
明
を
行
い
、
ご
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

「
第
６
次
竹
原
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
」
と
「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
並
び
に

改
定
を
「
第
３
の
地
方
創
生
」

と
い
え
る
国
の
「
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
総
合
戦
略
」
と
併

せ
て
、
今
後
、
本
市
の
将
来
像

に
関
わ
る
基
本
方
針
を
ど
の
よ

う
に
策
定
す
る
の
か
お
伺
い
致

し
ま
す
。

答
弁 

市
長�
本
市
の
行
財
政
運

営
全
体
の
総
合
的
指
針
で
あ
り
、

全
て
の
施
策
の
基
本
と
な
る
「

第
６
次
竹
原
市
総
合
計
画
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度

末
で
前
期
の
計
画
期
間
が
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
４

月
を
始
期
と
す
る
後
期
基
本
計

画
に
つ
い
て
、
現
在
策
定
作
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
「
第
２
期
竹
原
市
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年

12
月
の
国
の
「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」
の

策
定
を
受
け
、
総
合
計
画
と
同

じ
く
令
和
６
年
４
月
を
始
期
と

す
る
「
第
３
期
の
総
合
戦
略
」

と
し
て
改
定
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
総
合
計
画
等
の
改

定
に
あ
た
っ
て
は
、
「
竹
原
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
も

見
直
し
を
行
い
、
人
口
の
現
況

や
見
直
し
後
の
将
来
展
望
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
前
期
基
本

計
画
で
重
点
施
策
と
し
て
お
り

ま
し
た
「
た
け
は
ら
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
後
期
計
画
で

は
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
た

「
地
方
創
生
」
を
目
的
と
す
る

「
第
３
期
の
総
合
戦
略
」
に
置

き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合

計
画
と
総
合
戦
略
及
び
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、

効
果
的
に
施
策
を
推
進
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
は
地
域
社
会
の
生

産
性
や
生
活
の
質
を
大
き
く
向

上
さ
せ
、
社
会
課
題
の
解
決
の

み
な
ら
ず
、
新
し
い
付
加
価
値

を
創
造
す
る
源
泉
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
の
特
性
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
本
市

の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
幅
広

く
展
開
し
、
地
方
創
生
の
加
速

化
・
深
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

川
かわもと

本　　円
まどか

 ●竹原市立学校適正配置について
動 画

山
やまもと

元　経
つ ね お

穂
● 「デジタル田園都市国家構想」と 

「地方創生」による本市の地域再生・ 
　活性化について

動 画
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お 知 ら せ
検索

竹原市議会

　
日
本
を
取
り
巻
く
災
害
の
現
状

に
つ
い
て
、
特
に
大
規
模
災
害
が

発
生
し
て
お
り
、
今
後
予
測
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
も
懸
念

さ
れ
る
中
で
、
こ
の
度
の
令
和
５

年
度
竹
原
市
一
般
会
計
予
算
は
、

災
害
に
強
い
強
靭
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
重
点
的
な
災
害
対
策

の
予
算
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
市
内
の
災
害
発
生

及
び
拡
大
を
防
止
す
る
為
に
、
排

水
機
場
の
整
備
等
、
相
次
ぐ
河
川

氾
濫
、
そ
し
て
自
然
災
害
に
対
応

し
得
る
浚
渫
推
進
事
業
等
、
災
害

に
強
い
大
型
予
算
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
次
に
、
安
定
し
た
救
助
活
動
を

継
続
す
る
為
の
消
防
デ
ジ
タ
ル
無

線
の
機
能
強
化
を
図
る
予
算
、
そ

し
て
災
害
危
険
箇
所
・
避
難
場
所

を
取
り
入
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

更
新
事
業
費
と
し
て
、
市
民
の
防

災
意
識
向
上
を
図
る
為
の
事
業
で
、

ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
を
考
え
た

本
年
度
の
予
算
で
あ
る
令
和
５
年

度
の
予
算
が
、
よ
り
安
全
安
心
に

繋
が
る
強
靭
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
各
事
業
の
推
進
を
積

極
的
に
実
施
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

平
井　
明
道

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　
◎
村
上
ま
ゆ
子
　
○
平
井
　
明
道

　
　
蕎
麦
田
俊
夫
　
　
今
田
　
佳
男

　
　
堀
越
　
賢
二
　
　
宇
野
　
武
則

編
集
後
記

 

… 

一
般
社
団
法
人
　
猫
の
手 

…　

《
特
集
後
記
》

　
今
回
の
特
集
は
「
一
般
社
団
法
人

猫
の
手
」
さ
ん
で
、
代
表
理
事
の
伊

藤
大
悟
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
で
現
場
経
験
を
活
か
し
た

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
だ
な
と
い
う

の
が
第
一
印
象
で
し
た
。

　
猫
の
手
の
活
動
で
あ
る
「
ふ
れ
あ

い
収
集
」
で
す
が
、
た
だ
単
に
ゴ
ミ

出
し
が
困
難
な
方
の
サ
ポ
ー
ト
で
は

な
く
、
活
動
自
体
が
就
労
支
援
で
あ

り
、
地
域
へ
の
社
会
貢
献
活
動
な
の

だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
利
用
者
さ
ん
に
対
し
て
過
度
な
支

援
は
せ
ず
「
見
守
り
」
と
す
る
立
ち

位
置
が
大
切
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
サ

ー
ビ
ス
で
す
が
、
令
和
５
年
度
に
は

「
地
域
の
つ
な
が
り
を
拡
げ
て
い
き

た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
対
象
地
域
は
竹
原
市
全
域
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
私
た
ち
は
こ
の
「
ふ

れ
あ
い
収
集
」
の
事
業
を
今
回
の
取

材
を
通
じ
て
広
く
周
知
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
「
ゴ
ミ
出
し
」
と
い
う
行
動
に
は

非
常
に
多
く
の
情
報
が
詰
ま
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
収
集
物
の
量
や
中

身
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
尊
重
）
な
ど
、

必
要
で
あ
れ
ば
次
の
支
援
に
つ
な
が

る
も
の
が
把
握
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
そ
の
状
況
に
は
精
神
的
・

肉
体
的
に
行
動
で
き
な
い
方
々
が
お

ら
れ
、
多
様
な
サ
ポ
ー
ト
の
形
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
自
体
が
不
要
に
な
り
、
地
域

全
体
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
ベ
ス
ト

で
す
が
、
支
援
を
す
る
側
と
支
援
を

受
け
る
側
、
そ
れ
ぞ
れ
が
疲
弊
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
無
理
を
し
過
ぎ

ず
穏
や
か
に
対
応
す
る
気
持
ち
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
福
祉
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
々
が
地
域
や

社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、

支
援
の
輪
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
強
く
感
じ
た
今
回
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
し
た
。

堀
越　
賢
二

特  集

たけはら市議会だより2023（令和 5 年）5 月 第 112 号（ 10 ）


